
 

 

 

平成 15年 12 月 11 日 

各    位 
東京都品川区西五反田六丁目 12 番 1 号 
株 式 会 社 船 井 総 合 研 究 所 
代 表 取 締 役 社 長   小 山 政 彦 
（ 大 阪 証 券 取 引 所 第 二 部 ： 9 7 5 7 ） 
問合せ先：ライン統括室 広報担当 国田尚史 

T E L ： 0 3 （ 5 4 3 4 ） 7 6 3 1 

東京都中央区日本橋一丁目 20 番 7 号 
松 井 証 券 株 式 会 社 
代 表 取 締 役 社 長   松 井  道 夫 
（ 東 京 証 券 取 引 所 第 一 部 ： 8 6 2 8 ） 
問合せ先：常務取締役経営企画部長  九鬼 祐一郎 

T E L ： 0 3 （ 3 2 8 1 ） 3 1 4 6 

東京都中央区日本橋茅場町一丁目 9番 2号 
デ ィ ー ・ ブ レ イ ン 証 券 株 式 会 社 
代 表 取 締 役 社 長   出 縄  良 人 
問合せ先：取締役企画総務部長 高沖 文人 

T E L ： 0 3 （ 5 6 4 5 ） 8 8 0 8 

グリーンシート市場活用に伴う提携について 
松井証券およびディー・ブレイン証券が船井総研と提携 

 

 船井総合研究所（東京都品川区）、松井証券（東京都中央区）及びディー・ブレイン証

券（東京都中央区）は、未上場企業向け証券市場であるグリーンシート株式公開支援業務

で業務提携いたしました。この提携により船井総研はグリーンシートにおける株式公開コ

ンサルティングに着手致します。 

今回の業務提携において、船井総研は成長の著しい顧問先企業に対し、ディー・ブレイ

ン証券グループの公認会計士等と共同でグリーンシートへの株式公開支援を行えるよう

になります。各業種に精通した船井総研のコンサルタントが成長ステップを支援する傍ら、

係る資金ニーズに応じたグリーンシート市場の審査業務をディー・ブレイン証券が担当し、

その株式販売業務を主に松井証券が担当します。松井証券ではインターネットを通じた募

集を積極的に進めます。現在、ディー・ブレイン証券と松井証券では、来年 3月までに 3

社、来年度は 30社ほど、グリーンシートへの公開を行いたいと考えています。 

今回の提携を機会に、来年2月を目処に3社合同の中小企業向けセミナーを開催します。

また、中小企業の経営者がグリーンシート株式公開を自己診断できるツールを船井総研と

ディー・ブレイン証券が共同開発し、顧問先企業に提供するとともに、松井証券はインタ



 

 

 

ーネットで幅広くグリーンシート候補企業の掘り起こしを行って参ります。 

平成 15年 12 月現在、船井総研がサービスを提供している企業数は年間約 5,100 社に広

がっております。成長意欲の高い中小企業が数多くあり、マーケティング戦略から組織活

性化の実行など、成長を支援するテーマでのコンサルティングが中心となっております。

成長指向の企業ではプラス面の資金ニーズが旺盛ですが、従来からの、銀行を中心とした

間接金融では商慣習上の限界もあるため、グリーンシート市場でのエクイティファイナン

スが新たな資金調達手段として活用できると判断しました。 

グリーンシートの成長中小企業向け・上場準備企業向け区分のエマージング区分の銘柄

数は 10 月末現在で 53 社。この 1 年半で約 3 倍に拡大しました。10 月～12 月は月 4 社の

ペースで新規銘柄の届出が行われており、さらに急拡大中です。従来の証券市場への新規

上場企業数は年間で 100 社～200 社。従来の上場と比較すると時価総額にして 10 分の 1

程度の小規模企業が株式を公開しているグリーンシートの対象企業はその 50倍～100倍、

すなわち年間で 5千社～2万社に広がると考えられます。船井総研の顧問先企業には成長

意欲ある未上場中小企業が多いことから、グリーンシートの対象企業が多数含まれている

と考えられます。 

今回の提携は、企業成長の経営コンサルティングに強みをもつ船井総研、グリーンシー

ト市場で資金調達支援に強みをもつディー・ブレイン証券、グリーンシート銘柄を始め個

人投資家へのブランドロイヤリティをもつ松井証券ともどもの繁栄はもとより、3社が連

携することで成長要因をもつ数多くの中小企業やベンチャー企業の経営者に対し、閉塞気

味な経済情勢の中で新たな活路を提供できるものと考えております。 

 

 

以上 

 

 

 


